
日 時    　2021年 2月22日（月）15:00-17:00 JST　　
場 所    　ZOOM
言 語     　 日本語
講演者  　松本敏治（教育心理支援教室・研究所　ガジュマルつがる）
                         公認心理師、特別支援教育スーパーバイザー、臨床発達心理士。
                         1987年、北海道大学教育学研究科単位取得退学、
                                                  1999年、博士（教育学）取得。1987-1989年、稚内北星学園短期大学講師。
                         1989-1991年、同助教授。1991-2000年、室蘭工業大学助教授。
                         2000-2003年、弘前大学助教授。2003-2016年9月、弘前大学教授。
                         2011-2014年、弘前大学教育学部附属特別支援学校長。
                         2014-2016年９月、弘前大学教育学部附属特別支援教育センター長。
                         2016年10月より、発達障害当事者の会である教育心理支援教室・研究所
                        『ガジュマルつがる』代表。発達障害児・者の支援に取り組みながら、自閉スペクトラム
                                                  症児・者の方言使用からみた言語・コミュニケーション特性の研究に従事。

タイトル　自閉症は津軽弁を話さない
概要
青森県津軽地方の保健師・特別支援教育関係者の間には「自閉症は津軽弁を話さない」という風聞が存在する。
これをきっかけに行った全国調査では、ASD児者の方言使用が少ないという印象が全国で見られる普遍的なもので
あることを示した。また、青森・高知の特別支援学校で行った方言語彙・共通語語彙使用の調査は、ASD児の
方言語彙使用が非ASDに比べて少ないとする結果を示した。方言には相手との心理的距離の近さを表す働きが
あることから、ASD児者の方言不使用は心理的距離の理解不全によるのではないかという解釈が考えられた。あることから、ASD児者の方言不使用は心理的距離の理解不全によるのではないかという解釈が考えられた。
しかし、この解釈ではASD幼児に見られる方言不使用を説明することは難しい。方言主流社会の子どもは、
周囲の人々が話す方言とテレビ・DVD等メディアからの共通語という2つのことばに曝されている。
共同注意・意図理解・自己化などに困難を抱えるASD幼児では周囲のことば（方言）を習得できず、繰り返し
再生視聴可能なメディアや組織的学習を通じ場面とことば（共通語）をパターンとして結びつけている可能性が
考えられた。関西在住のASD青年に関する詳細な育児日誌からは、DVDの場面を再現しながらセリフを真似し、
現実場面に当てはめて使用する様子が確認された。また、それまで共通語を話していたがある時期から方言を
話すようになった事例においては、方言使用の前後から他者への興味・関心が増し、対人的認知スキル等において話すようになった事例においては、方言使用の前後から他者への興味・関心が増し、対人的認知スキル等において
伸びが見られた。本講演ではこれら一連の研究をもとにASD児者の言語習得および使用について考察する。
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